
1

実数 tに対して，
#»

a = (1, 2t, − 5),
#»

b = (t, t2 + 1, 2t2 + 3)とする．このとき，
#»

a と
#»

b が垂直になるのは，t = ウ のときであり，また，
#»

a と
#»

b が平行になるの

は，t = エ のときである．
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【答】
ウ

5

エ

−1

【解答】
#»
a = (1, 2t, − 5),

#»

b = (t, t2 + 1, 2t2 + 3)
#»
a ⊥ #»

b のとき
#»
a · #»

b = 0

t+ 2t(t2 + 1)− 5(2t2 + 3) = 0

2t3 − 10t2 + 3tー 15 = 0

2t2(t− 5) + 3(t− 5) = 0

(2t2 + 3)(t− 5) = 0

∴ t = 5 (∵ tは実数) ……（答）

#»
a //

#»

b のとき
#»

b = k
#»
a となる実数 k が存在するから

t = k

t2 + 1 = 2kt

2t2 + 3 = −5k

⇐⇒


k = t …… 1⃝
t2 + 1 = 2t2 …… 2⃝
2t2 + 3 = −5t …… 3⃝

2⃝より

t2 = 1 ∴ t = ±1

3⃝より

2t2 + 5t+ 3 = 0

(2t+ 3)(t+ 1) = 0 ∴ t = − 3
2
, − 1

よって， 1⃝, 2⃝, 3⃝を満たす k が存在するような tの値は

t = −1 ……（答）

である．


